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含フッ素化合物の合成・機能解析によって新たなマテリアル開発につながると考えられる。
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フッ素ガスを用いた機能性分子の創出

micrOTOF

含フッ素化合物に関してmicroTOFを用いて高分解能質量測定を行った。
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